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かながわ福祉サービス振興会（かなふくグループ） 

人口減少時代の新しい地域づくりへ。神奈川県山北町で「森林資源×福祉×関係人口」の共生社会モ
デルを始動 
 
設立30年のかながわ福祉サービス振興会、2040年を見据えた「共生社会モデル」を本格展開 
 
公益社団法人かながわ福祉サービス振興会（所在地：神奈川県横

浜市中区、理事長：瀬戸恒彦、以下「かなふく」）は、設立30周年を
機に、神奈川県山北町を舞台とした「共生社会モデル」の構築を本

格化します。 
 
本モデルは、空き家活用、森林資源活用、障害者就労支援、高齢者

支援、移住促進を一体的に進めるもので、人口減少や高齢化が進

む地域における新たな地域再生モデルとして実証を進めています。 
 
 
取り組みの背景 
 
2040年、日本は高齢者人口のピークを迎える一方、地方では人口減少、空き家増加、担い手不足が同時進行すると予測されていま
す。これまでの福祉制度は「支援が必要になった人を支える」ことが中心でした。しかし今後は、支援が必要になる前から人と人、人と

地域をつなぎ、孤立を防ぐ仕組みづくりが求められます。 
 
そこで、かなふくが30年にわたり培ってきた「福祉サービス第三者評価」「情報プラットフォームの整理」「福祉人材育成」という3本柱を
生かし、山北町において「地域全体で支え合う共生社会」のモデル構築に挑戦します。 
 
 
山北町で進む「共生社会モデル」 
 
1.空き家を地域共生の拠点へ 
空き家問題の解決と地域コミュニティ再生を同

時に実現する取り組みです。 
● 高齢者の居場所 
● 子育て世帯の交流拠点 
● 障害者の活動拠点 
● 移住相談窓口 

 
 
2.森林資源と福祉を結ぶ新たな循環 
山北町の豊かな森林資源であるヒノキを活用

し、障害者就労支援事業と連携したアロマ製品

の開発を進めています。 
● リラックス効果 
● 心身の健康増進 
● 地域経済の活性化 

 
 
3.「関係人口」を生み出すデジタルプラットフォーム 
移住だけではなく地域と継続的につながる関係人口を増やすため、情報発信と交流の仕組みを構築し、地域外の人々も山北町のま

ちづくりに参加できる環境を整えます。 
● 地域体験プログラム 
● イベント情報 
● ボランティア参加 
● ふるさと住民登録 

 



 
 
共生社会モデルが目指すもの 
 
かなふくが目指すのは、高齢者、障害者、子ども、移住者、地域住民、企業、行政がそれぞれの役割を持ちながら支え合う「地域共生

社会」の実現です。福祉を地域づくりの中心に据え、空き家の利活用、地域経済の循環、人材育成、関係人口の創出を統合的に進

めることで、持続可能な地域共生社会モデルの構築を目指します。 
 
瀬戸理事長：コメント 
 
私たちの理念は「県民とともに創る新しい公共」です。 
 
福祉は、介護や支援が必要になってから始まるものではありません。人と人、人と地域が日頃からつながり、支え合える環境をつくる

ことこそが重要です。山北町での挑戦は、人口減少や高齢化に直面する全国の地域にとって新たな希望となるモデルになり得ると考

えています。二宮尊徳の「一円融合」や「三方よし」の精神のもと、多様な主体が力を合わせる地域づくりを進めてまいります。 
 
公益社団法人かながわ福祉サービス振興会 
理事長：瀬戸恒彦 

 
神奈川県庁で介護保険制度の立ち上げを担当後、民間側から地域福祉を支えるために公益社団法人かなが

わ福祉サービス振興会（かなふく）を創設。神奈川県を拠点に30年以上、地域の福祉に取り組んできた。生ま
れ育った山北町を拠点に、「人口が減っても、争いのなく、みんなが笑顔で暮らせる地域はつくれる」という信念

のもと、30年間活動を続けている。 
 
 
 

かながわ福祉サービス振興会について 
 
公益社団法人かながわ福祉サービス振興会は1997年に設立され、
30年にわたり神奈川県の福祉基盤整備を支えてきました。福祉
サービス第三者評価、福祉・介護情報のプラットフォーム運営、人材

育成、地域共生社会づくりを推進しています。 
 
また、一般社団法人かながわ福祉大学校、一般社団法人かながわ

福祉総合研究所、一般社団法人共生社会推進機構とともに「かなふ

くグループ」を形成し、人材育成、調査研究、地域実装を連携して進

めています。山北町での共生社会モデル事業は、かなふくグループ

による地域実践プロジェクトの一つです。 
 
【法人概要】 
名称：公益社団法人かながわ福祉サービス振興会 
所在地：神奈川県横浜市中区山下町23番地日土地山下町ビル9階 
理事長：瀬戸恒彦 
設立：1997年3月 
URL：https://www.kanafuku.jp/ 
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